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主な完成・供用予定事業詳細

（山形県）
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最上川水系直轄砂防事業 濁沢第7砂防堰堤

【事業の概要】
・立谷沢川流域濁沢は平成３年に池の台地すべり、平成５年に濁沢大崩壊
が発生するなど山腹崩壊や渓岸侵食が著しい重荒廃地域であり、脚部侵
食等による崩壊の拡大や河道閉塞による大規模土砂流出の恐れがあるこ
となどから、砂防堰堤を建設し人命・財産を保全します。

【整備効果】
・濁沢第7砂防堰堤の整備により、渓床・渓岸を安定させ、渓岸崩壊による多量の流出
土砂の調節、地すべりの抑制により、下流域集落への氾濫防止・軽減を図ります。

【平成23年度の事業内容】
・平成23年度は、事業完成に向けて主堰堤・副堰堤等の工事を実施します。

完成 直轄山形県東田川郡庄内町
ひがしたがわ しょうないまち

河川（砂防）

もがみがわすいけい にごりざわ

本
沢

濁
沢

川

濁沢第７砂防堰堤

濁沢第4砂防堰堤

治山堰堤

治山堰堤

濁沢第5砂防堰堤

濁沢第1砂防堰堤

濁沢第2砂防堰堤

濁沢第3砂防堰堤

治山堰堤

濁沢第6砂防
堰堤

満砂した濁沢第5砂防堰堤
（H5大崩壊後、貯砂量6万m3 ）

施工中の濁沢第5砂防堰堤（H5大崩壊前）濁沢崩壊地 (平成5年6月発生 V≒560万m3)

天然ダム形成

崩 壊 地

土砂堆積

池の台地すべり

池の台地すべり

濁沢第7砂防堰堤

池の台地すべり末端水衝部

・現在事業実施中
の濁沢第7砂防堰
堤上流において、
平成5年6月に大
規模崩壊が発生。

・土砂崩壊時に整
備中だった下流の
濁沢第5砂防堰堤
が流出土砂を捕
捉し、急激な土砂
流出による被害の
軽減に一定の効
果を果たした。

濁沢第3砂防堰堤

濁沢大崩壊

たちやざわがわ
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最上川水系直轄砂防事業 科沢川砂防堰堤

【事業の概要】
・立谷沢川流域科沢川は土石流危険渓流であり、渓床に堆積している崩壊
土砂が土石流化する恐れがあることなどから、砂防堰堤を建設し人命・財
産を保全します。

【整備効果】
・科沢川砂防堰堤の整備により、土石流による土砂災害を防止・軽減します。
・谷出口下流の人家12戸、公民館１戸、町道を土砂災害から保全します。

【平成23年度の事業内容】
・平成23年度は、事業完成に向けて主堰堤の工事を実施します。

完成 直轄山形県東田川郡庄内町
ひがしたがわ しょうないまち

河川（砂防）

もがみがわすいけい しなざわがわ

保全対象（科沢公民館）

保全対象

科沢川砂防堰堤

立谷沢川

科沢川

既設堰堤

科沢川

保全対象

科沢川谷出口下流には
指定避難所の科沢公民
館が位置している。

科沢川砂防堰堤

科沢川砂防堰堤

渓床土砂堆積状況

たちやざわがわ
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最上川水系直轄砂防事業 丑ノ沢砂防堰堤

【事業の概要】
・立谷沢川流域丑ノ沢は、流域内に崩壊地及び地すべり変状が点在する
荒廃地域であり、土砂生産が多いことから下流域への土砂流出を防ぐため、
砂防堰堤を建設し人命・財産を保全します。

【整備効果】
・丑ノ沢砂防堰堤の整備により、渓床・渓岸を安定させ、渓岸崩壊による多量の流出土
砂の調節、地すべりの抑制により、下流域集落への氾濫防止・軽減を図ります。

【平成23年度の事業内容】
・平成23年度は、事業完成に向けて副堰堤等の工事を実施します。

完成 直轄山形県東田川郡庄内町
ひがしたがわ しょうないまち

河川（砂防）

もがみがわすいけい うしのさわ

安
世

波
沢

川→

丑
ノ
沢

御
蔵

沢→

←立谷沢川

丑ノ沢砂防堰堤

丑ノ沢砂防堰堤

赤砂川

丑ノ沢上流部の渓
岸崩壊状況

丑ノ沢砂防堰堤

たちやざわがわ
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最上川水系直轄砂防事業 赤砂第8砂防堰堤

【事業の概要】
・銅山川流域赤砂川は、多くの地すべり地形や崩壊地が見られ、昭和５１
年には赤松沢上流部で河道閉塞（天然ダム）が形成されるなど、下流域へ
の大規模土砂流出の恐れがあることなどから砂防堰堤を建設し人命・財産
を保全します。

【整備効果】
・赤砂第8砂防堰堤の整備により、渓床・渓岸を安定させ、渓岸崩壊による多量の流出
土砂の調節、地すべりの抑制により、下流域集落への氾濫防止・軽減を図ります。

【平成23年度の事業内容】
・平成23年度は、事業完成に向けて法面保護工等の工事を実施します。

完成 直轄山形県最上郡大蔵村
もがみ おおくらむら

河川（砂防）

もがみがわすいけい あかすな

崩壊地

赤砂川

赤砂第8砂防堰堤
完成ｲﾒｰｼﾞ

河道閉塞状況

崩壊地

赤砂第8砂防堰堤

赤砂第8砂防堰堤

赤砂川

赤砂川

赤砂第8砂防堰堤

赤砂第８砂防堰堤

どうざんがわ
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最上川水系直轄砂防事業 東の沢砂防堰堤群

【事業の概要】
・寒河江川流域東の沢は土石流危険渓流であり、崩壊土砂が渓床に堆積
し、山腹の立木は根曲りが見られ土塊の移動が進行している可能性があ
ることなどから、砂防堰堤を建設し人命・財産を保全します。

【整備効果】
・東の沢砂防堰堤群の整備により、土石流による土砂災害を防止・軽減します。
・谷出口下流の人家4戸、県道、 東北電力の発電水路を土砂災害から保全します。

【平成23年度の事業内容】
・平成23年度は、事業完成に向けて東の沢第2砂防堰堤の主堰堤・垂直壁等の工事を
実施します。

完成 直轄山形県西村山郡西川町
にしむらやま にしかわまち

河川（砂防）

もがみがわすいけい ひがしのさわ

東
の

沢

寒河江川

東の沢砂防堰堤群
東の沢砂防堰堤群

東の沢

東北電力水路

県道小山海味線

東の沢砂防堰堤群

保全対象

寒河江川

保全対象人家

発電水路 東の沢上流部渓床堆積土砂

さ が え が わ
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八紘沢

赤川水系直轄砂防事業 八紘沢砂防堰堤

【事業の概要】
・赤川流域八紘沢は多くの地すべり地形や崩壊地が見られ土砂生産が多
く、地すべりの影響により国道112号に影響を及ぼす恐れがあることなどか
ら、砂防堰堤を建設し人命・財産を保全します。

完成 直轄山形県鶴岡市
つるおか

河川（砂防）

あかがわすいけい はっこうさわ

八紘沢砂防堰堤

八
紘

沢

東北横断自動車道

酒田線

至 山形

地すべりブロック

八紘沢橋通行止め状況(平成8年) 八紘沢上流部 崩壊状況

八紘沢砂防堰堤 至 酒田

八紘沢橋

【平成23年度の事業内容】
・平成23年度は、事業完成に向けて主堰堤・垂直壁等の工事を実施します。

八紘沢橋 橋脚基礎部の隙間(平成8年）

・平成8年には、国道１１２号（山形県第
１次緊急輸送道路）が通行止めとなっ
たことがある。

【整備効果】
・八紘沢砂防堰堤の整備により、渓床・渓岸を安定させ、渓岸崩壊による多量の流出土
砂の調節、地すべりの抑制により、県都山形市と沿岸部の中核都市鶴岡市、酒田市を
結ぶ重要交通網である国道112号を土砂災害から保全します。
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日本海沿岸東北自動車道 温海～鶴岡
供用 直轄山形県鶴岡市大岩川～鶴岡市山田（延長26㎞）

つるおか

道路

あつ み

【事業の概要】
日本海沿岸東北自動車道は、新潟市から青森市に至る約320kmの高規
格幹線道路です。温海～鶴岡間は、温海IC（仮称）から鶴岡JCT（仮称）
に至る、延長26㎞の路線です。

【整備効果】
・主要都市間の時間短縮が図られ、新潟～山形～秋田の3県を跨ぐ日本海沿岸地域の

広域観光が可能になります。
・災害に強い道路ネットワークが確保されます。
・背高海上コンテナの輸送ルートが確保されます。

【平成23年度の事業内容】
・全線2車線供用に向け、トンネル付属施設、舗装工事を実施します。

つる おか

おおいわがわ やまだ

至 鶴岡ＪＣＴ（仮称）

至

酒
田

鶴岡西ＩＣ
（仮称）

至 新潟 至 温海ＩＣ（仮称）

国
道
７号

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

※現況は、道路時刻表07～08版より算定
※将来は、日沿道80～100km/hで算定

▼主要都市間の時間短縮

日
本
海
き
ら
き
ら
羽
越
観
光
圏

北
部
エ
リ
ア

中
部
エ
リ
ア

南
部
エ
リ
ア

整備前整備前 整備後整備後

133分 86分

144分 80分

4747分短縮分短縮

6464分短縮分短縮

秋田秋田

にかほにかほ

酒田酒田

鶴岡鶴岡

村上村上

新潟新潟

温海温海

日
沿
道
を
活
用
し
た
連
携

秋田空港

新潟空港

事業中区間
Ｌ＝２６ｋｍ

１～５件

６～１５件

１６～３０件

３１～６０件

６０件以上

（影響を受けた発着件数）

▲通行止めで影響を受けた運搬流動の発着地点
（ｱﾝｹｰﾄ調査結果より）

【国道7号小岩川地区災害による影響】
こいわがわ

※回答969件

▲被災現場の状況
（山形新聞社提供）

国
道
７号

山
形
県
鶴
岡
市
大
岩
川

山
形
県
鶴
岡
市
山
田

にいがた あおもり

や
ま
が
た

つ
る
お
か

お
お
い
わ
が
わ

や
ま
が
た

つ
る
お
か

や
ま
だ

H18.7.13発災
約42時間の
全面通行止め
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かおるつ線本越羽ＲＪ 線本越羽ＲＪ かおるつ
まやおおんぜう

７

７

112

112

112

345

至 酒田 至 酒田

至 山形至 山形

鶴岡市

三川町

mk1

Ｎ

鶴岡市役所

鶴岡ＩＣ

鶴岡西ＩＣ
（仮称）

鶴岡ＪＣＴ
（仮称）

10.2

4.2

0.0

5.0

10.0

15.0

整備前 整備後

1000

150

0

500

1000

1500

整備前 整備後

国道7号 鶴岡バイパス
部分供用 直轄山形県鶴岡市中清水～鶴岡市本田（延長3.9㎞）

つるおか

つる おか

道路

【事業の概要】
鶴岡バイパスは、鶴岡市街地の環状道路を形成し、日本海沿岸東北自
動車道と東北横断自動車道酒田線との連絡を強化、混雑緩和、事故減
少を目的とした、4車線化事業です。

【整備効果】
・主要渋滞ポイント（覚岸寺交差点）の改善が図られます。
・４車線化により交通の円滑化が図られ、高速ネットワークへのアクセス性強化が期
待されます。

【平成23年度の事業内容】
○全線4車線化に向け、改良工事、舗装工事を実施します。

▲整備前後の交通状況 ▲渋滞長・通過時間の変化

なかしみず ほんでん

【覚岸寺交差点】 H21.7供用

《整備前》

850m減少

鶴岡市街地へ向かう右折
車が多く、下り線で慢性的
な渋滞が発生。

至 新潟

至 酒田

至

山
形

鶴
岡
バ
イ
パ
ス

三川バイパス

至

鶴
岡
市
街
地

覚岸寺交差点

（県）面野山鶴岡線

国道１１２号

6分短縮

【渋滞長】 【通過時間】
※通過時間は、覚岸寺交差

点を含むL=2.0km区間

《整備後》

かくがんじ

事業中区間
Ｌ＝５．９ｋｍ

４車線化
整備済み

覚岸寺交差点

国道７号

国
道
７
号

さかた

山
形
県
鶴
岡
市
中
清
水

や
ま
が
た

つ
る
お
か

な
か
し
み
ず

山
形
県
鶴
岡
市
本
田

や
ま
が
た

つ
る
お
か

ほ
ん
で
ん

４車線化
整備済み
L=2.0㎞
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国道48号 原宿歩道
供用 直轄山形県東根市

ひがし ね

道路

はら じゅく

至 山形

至 仙台

至

仙
台

至

山
形

▲通学時の状況

通学路指定区間であるが歩道が狭隘のため、歩道を拡幅し、歩行者や
自転車の安全を確保します。
平成23年度は、事業完成に向けて改良・舗装工事を実施します。

国道113号 今泉交差点改良
供用 直轄山形県長井市

な が い

道路

い ま いずみ

右折車線が短く、追突事故が多発している交差点で、右折車線を延伸し、
交通事故の削減及び交通の円滑化を図ります。
平成23年度は、事業完成に向けて改良・舗装工事を実施します。

▲交差点の状況

至 新潟

至 福島

国道１１３号

置賜総合病院

至新潟

至福島

今泉駅

西大塚駅

今泉交差点改良（右折車線延伸）

▲計画横断図

国道４８号 原宿歩道

L=1,300m

1.50 0.50 3.25 3.25 2.50

11.50

0.50

歩道拡幅
W=1.5→2.5m

高崎小

乱川

【事故等の状況】
人身事故件数の約７割が追突事故（１８件中１３件）
（H17～H20事故データより）
渋滞長 L=250m 通過時間 約2分
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酒田港北港地区
国内物流ターミナル（耐震）整備事業

さ か た こ う き た こ う

【事業の概要】
リサイクルポートとしての輸送能力向上と、大規模地震等災害発生時の

緊急物資輸送と物流機能維持を目的に、国内物流ターミナル（耐震）を整
備します。

【整備効果】
大規模地震時の緊急物資輸送拠点として地域住民の生活を支えます。また、ターミナ

ルを増深することで、物流効率化を図ります。

【平成23年度の事業内容】 泊地浚渫工を実施して事業が完了します。

▲廃土砂の運搬状況
▲酒田港の主要なリサイクル貨物取扱量の推移

N

北港地区

岸壁（水深10m）（耐震）

泊地（水深10m）

H23 施工箇所

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

リサイクルポート指定前

120％
ＵＰ

中古農機具

中古自動車部品

中古エンジン

中古タイヤ

古紙

再生レジン（廃プラ）

廃土砂

廃木材

金属くず

石炭灰

リサイクルポートへ
の指定を契機に企
業の立地が進み、貨
物取扱量が増加

増深工事の完了により水深10m
対応の大型船の入港が可能とな
ります。

▼耐震岸壁・防災拠点のイメージ

完成 山形県酒田市 港湾 直轄
さ か た


